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　さながらレースのカーテンを思わせる幅約87m、高さ約14mの水幕。主堰堤の左右に分かれた貯水は、右
翼にロングスカートの裾のような流れを描き、左翼の階段を優雅な曲線を引きながら駆け降りる。建築家たちに
「日本で最も美しいダム※」といわせる大分県竹田市の白水溜池堰堤。県南部を横断する大野川の源流・大谷川
にそびえるこの通称「白水ダム」は、1938（昭和13）年の竣工以来、その造形美で多くの観光客のため息を
誘っています。
　しかしその美しさは、本来機能を追求した結果として生まれたものだったのです。白水ダムの着工は1934
（昭和9）年。今でこそのどかな田園風景が広がる竹田市片ヶ瀬から豊後大野市緒方町軸丸地区界隈ですが、
当時は大谷川を水源とする富士緒井路（ふじおいろ）という用水路が設けられていたものの、降雨量が減るとほ
かの用水路と水の取り合いになり、安定した農業用水の確保はおぼつかない状況だったそうです。この問題の
解決が、溜池堰堤建設の最大の目的でした。ところが地質調査を始めてみると、建設予定地は阿蘇山周辺の火
山性地質のため地盤が脆弱で、高所の水門から水を放出する一般的なダムでは、落水の衝撃が大きすぎるとい
う結果が報告されたのです。そこで九重町出身の若き土木技師・小野安夫は、傾斜をつけた石積みの主堰堤を
水が越え、ゆるやかに滑り落ちる越流方式を採択。表面には長方体の切石を規則正しく並べ、あふれ出た水が
水泡状になる工夫が施され、左右両翼にもまた、水の勢いを分散させる独特の設計がなされました。小野は地
元の優れた技術者や豊後石工集団の助けを借りながら不安定な地盤と戦い、4年半の歳月をかけて貯水量
600,000㎥の溜池堰堤を完成させたと記録に残っています。白水ダムは現在も、約15kmの用水路周辺お
よそ388haの水田に豊かな水を届けています。
※日本の河川法では堤高が15m以上のものをダムと定義しているため、白水溜池堰堤は正式にはダムではない。
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よそ388haの水田に豊かな水を届けています。
※日本の河川法では堤高が15m以上のものをダムと定義しているため、白水溜池堰堤は正式にはダムではない。

388haの水田を潤す
日本一美しいダム 「白

は く す い た め い け え ん て い

水溜池堰堤」

1 	1999（平成11）年、農業土木遺
産国指定重要文化財第1号に

2 	熊本城の「武者返し」を思わせる右
翼流路

3 	半円状のカスケードが階段状に重な
る左翼流路

4 	落水の衝撃を緩和する構造がこの
美しさをつくった1




